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　第 1 図のグラフ用紙は，横軸に期間の長さτを対数スケール（ logτ の等間隔目盛 ）で，縦

軸に長さτの期間に地震が発生する確率 p を特殊なスケール（ － log（ p―
１ － 1 ）の等間隔目盛 ）で

とったものである。このグラフの原理や使用条件は別の論文1）に記述してあるので，ここでは使

い方を略述する。

　n 種類の地震予知観測項目に同時に地震の前兆かも知れない異常が現れたとき，長さ τn の

期間中に地震が起る確率（ 長さτn の期間に対して地震予報を出したときその適中率 ）pn
＊ をこ

のグラフ上で計算するには，次のようにする。ただし，i 番目の項目（ i ＝ 1，2，……，n ）に異

常が現れると，それに続く長さτi の期間中は地震の発生確率が Pi になるものとし，Pi と τi

及び地震の 1 年当りの平均発生確率 P ₀は既知とする。また，項目の番号 i は τ1 � τ2 �……

＞τn となるように付けられており，同時に異常が現われるとは，期間 τi .（ i ＝ 2，…，n ）は期

間τi -1 の中に含まれるという意味である。

　まず，グラフ上でτ＝ 1 年，P ＝ P ₀の位置の点を Po，τ ＝ τi ，P ＝・Pi の点を Pi と名付け

る。さらに点 P ₀または点 Pi ＊（ 後述 ）を通るようにグラフ中の斜めの曲線の一つを水平に移動

させたものを，それぞれ曲線 P ₀または曲線 Pi
＊と名付ける，求める確率を表す点 Pn

＊（ p ＝ pn
＊，

τ＝τn ）は次の作図によって得られる。

　（1）グラフ上に点 P ₀，Pi を打つ。

　（2）曲線 P を引き，縦線τ＝τi との交点を Pi と名付ける。

　（3）点 P1 を点 Pl
＊と改名し，曲線 P1

＊を引き，縦線 τ ＝ τ2 との交点を P12
＊と名付ける。

　（4）点 P2 の直上に距離 P02 Pl2
＊をとり点 P2

＊を得る（ P2 Pl2
＊＝ P2 P2

＊ ）。

　（5）曲線 P2
＊を引き，縦線τ＝τ3 との交点を P23

＊とする。

　（6）点 P3 の直上に距離 P03 P23
＊をとり点 P3

＊を得る（ P03 P23
＊＝ P3 P3

＊ ）。

　（7）n � 4 のときは同様な作図を繰り返し点 P4
＊，…，Pn

＊を得る。
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第 1 図　地震予知用確率紙
Fig. 1　Probability paper for earthquake prediction.
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